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福
井
城
本
丸
指
図
の
年
代
に
つ
い
て

ー
文
政
か
ら
嘉
永
期
ま
で
|

国

京

巳

克

一
、
は
じ
め
に

福
井
城
の
本
丸
建
物
に
つ
い
て
は
、
福
井
県
立
図

書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
松
平
宗
紀
氏
蔵
の
松
平
文

庫
に
あ
る
指
図
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
指
図
は
立

面
図
が
合
わ
せ
て
描
か
れ
る
天
守
の
指
図
を
別
と
し

て
、
残
り
の
指
図
は
配
置
図
を
兼
ね
た
平
面
図
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
本
丸
指
図
に
つ
い
て
の

論
考
は
、
松
岡
利
郎
氏
の
論
笥
や
松
平
文
庫
の
資
料

整
時
に
つ
く
ら
れ
た
『
松
平
文
庫
福
井
藩
史
料
目
録
』

の
解
題
、
福
井
城
本
丸
図
な
ど
を
集
め
た
『
城
郭
・

福
井
城
・
金
沢
城
』
が
あ
る
。

侍
屋
敷
古
図
集
成

は
細
か
な
論
考
に

よ
っ
て
年
代
を
確
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
指
図
表

『
松
平
文
庫
福
井
藩
史
料
目
録
』

と題
福 の

蓄Z
のを

F青
春指
ツ図
わ H

2語
講2
2量
較 物
にの
よ 有
つ無

て
年
代
の
推
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
城
郭
・
侍

屋
敷
古
図
集
成

の
紹
介
と
、

福
井
城
・
金
沢
城
』
は
本
丸
指
図

天
守
や
、
本
丸
建
物
の
遺
構
で
あ
る
瑞

源
寺
の
本
堂
・
書
院
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
松
岡

利
郎
氏
の
論
考
が
唯
一
各
指
図
聞
の
相
互
分
析
を
重

ね
、
本
丸
建
物
指
図
の
時
代
判
別
を
行
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
福
井
城
の
本
丸
建
物
指

図
の
年
代
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
松
岡
氏
の
指
標

に
よ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

特
徴
の
み
ら
れ
な
い
指
図
に
つ
い
て
は
年
代
確
定
や

推
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
松
岡
利
郎
氏
と

『
松
平
文
庫
福
井
藩
史
料
目
録
』
に
よ
っ
て

こ
れ

ら
指
図
が
計
画
図
あ
る
い
は
実
際
に
建
て
ら
れ
た
図
、

さ
ら
に
そ
れ
ら
建
物
に
変
更
を
計
画
し
た
図
あ
る
い

は
変
更
さ
れ
た
図
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
実
際
に

そ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
か
検
証
さ
れ
た
論
考
は
み
あ

た
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
先
頃
、
福
井
城
本
丸
の
御
小
座
敷
と
大

奥
御
座
之
聞
が
そ
れ
ぞ
れ
移
築
さ
れ
建
物
で
、
福
井

県
指
定
有
形
文
化
財
で
あ
る
瑞
源
寺
本
堂
と
書
院
の

修
復
工
事
が
な
さ
れ
む
こ
の
修
復
工
事
に
と
も
な

い
本
堂
の
解
体
調
査
や
書
院
の
修
復
調
査
が
実
施
さ

れ
、
本
堂
・
書
院
の
履
歴
に
関
す
る
多
く
の
新
た
な

知
見
が
得
ら
れ
た
。
本
稿
は
、

こ
れ
ら
の
新
た
な
知

見
に
も
と
づ
く
論
考
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
後
期
の

福
井
城
本
丸
の
様
子
を
描
い
た
指
図
の
信
憲
性
を
検

討
し
、

そ
の
年
代
を
確
定
あ
る
い
は
推
定
す
る
乙
と

を
目
的
と
す
る
。

ま
ず
最
初
に
、
瑞
源
寺
の
本
堂

書
院
の
修
復
工
事
か
ら
得
ら
れ
た
本
丸
の
御
小
座
敷

と
大
奥
御
座
之
聞
を
、
年
代
が
表
記
さ
れ
て
い
る
本

丸
指
図
の
御
小
座
敷
・
大
奥
御
座
之
間
と
比
較
し
、

そ
の
図
面
の
信
濃
性
を
検
討
し
、
表
題
の
年
代
を
確

そ
の
後
、
確
定
さ
れ
た
図
を
基
準
に
、

の
近
時
に
描
か
れ
た
指
図
数
点
の
年
代
の
推
定
、

定
す
る
。

そさ

ら
に
は
そ
の
指
図
が
実
施
図
か
あ
る
い
は
計
画
図
で

あ
る
か
の
推
定
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

以
下
で
使

用
す
る
松
平
文
庫
の
本
丸
指
図
は

「
福
井
城
本
丸
御

建
物
園

文
政
六
」
(
一
三
七
O
)
、
「
御
本
丸
御
絵
図
」

(
一
三
六
二
)
、
「
御
本
丸
指
図
文
政
十
三
年
」
(
二
二
六
三
)
、

「
御
本
丸
御
絵
図
御
用
部
屋
御
奥
之
間
」
(
一
三
六
六
)
、

「
天
保
二
卯
年
出
来
御
本
丸
御
住
居
中
之
図
」
(
一
一
一
一
六

四
)
、
「
御
本
丸
御
殿
ノ
図
」
(
一
一
一
一
七
二
、

「
越
前
福
井

御
本
丸
御
建
物
図
」
(
一
三
七
二
)
、

「
御
本
丸
御
絵
図

嘉
永
元
年
」
(
一
一
一
一
六
五
)

の
八
点
で
あ
る
。
本
丸
指
図

に
は
掛
紙
が
張
り
付
け
ら
れ
た
指
図
が
多
数
あ
り
、

そ
の
有
無
に
よ
っ
て
図
面
年
代
が
異
な
る
も
の
も
あ
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る
の
で
、
掛
紙
の
意
味
を
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。
掛

紙
は
図
面
の
数
ケ
所
に
張
り
付
け
ら
れ
る
の
で
、

瑞源寺本堂(修復後外観)

下
関
係
や
紙
質
・
図
法
で
同
時
期
と
判
断
さ
れ
る
も

の
は
そ
れ
ぞ
れ
上
掛
紙
・
下
掛
紙
と
し
た
。
不
明
な

も
の
は
単
な
る
掛
紙
と
し
た
。

二
、
瑞
源
寺
と
本
丸
建
物

瑞
源
寺
は
福
井
藩
松
平
家
の
菩
提
寺
の
一
つ
で

図 1

臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
寺
で
あ
る
。
泰
澄
大
師
に
よ
っ

て
天
平
宝
字
二
年
(
七
五
八
)
に
創
立
さ
れ
と
伝
え

ら
れ

そ
の
後
表
退
し
た
た
め
延
宝
元
年
(
一
六
七

二
)
に
福
井
藩
の
菩
提
寺
の
一
つ
で
あ
る
華
蔵
寺
の

瑞源寺書院(修復後内部)

住
職
太
随
和
尚
が
吉
江
(
鯖
江
市
吉
江
町
)
に
小
庵

を
建
て
て
、
瑞
源
寺
を
再
興
し
た
の
を
は
じ
ま
り
と

す
る
。
吉
江
は
、
第
四
代
福
井
藩
主
松
平
光
通
の
弟

昌
親
が
二
万
五
千
石
を
譲
り
受
け
て
で
き
た
吉
江
藩

の
中
心
地
で
あ
る
。
同
年
昌
親
の
母
高
照
院
が
死
去

し
、
同
寺
に
位
牌
が
納
め
ら
れ
た
。
延
宝
二
年
に
、

図2

昌
親
が
第
五
代
福
井
藩
主
と
し
て
福
井
に
移
る
こ
と

に
な
る
と
、
瑞
源
寺
も
小
山
谷
に
寺
地
を
与
え
ら
れ

て
移
転
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
昌
親
は
隠
居
し
た
が
、

貞
享
三
年
(
一
六
八
六
)

に
再
び
七
代
藩
主
吉
品

(
当
初
は
昌
明
)

と
な
り
、

正
徳
元
年
(
一
七
一
一
)

福
井
城
本
丸
指
図
の
年
代
に
つ
い
て
文
政
か
ら
嘉
永
期
ま
で
|

上

に
死
去
し
、

i

当
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。

本
堂
は
、
正
面
八
間
半
(
一
五
・
九
一

m)
奥
行

五
間
(
九
・
四
九

m)

復
後
は
鋼
板
葺
)

と

の
入
母
屋
造
り
桟
瓦
葺
(
修

の
建
物
で
、
前
面
に
二
聞
の
向
拝

背
後
に
半
間
の
屋
根
を
葺
き
お
ろ
し
て
い
る

(図
l
)
。
こ
の
建
物
は
文
政
十
三
年
す
な
わ
ち
天
保

元
年
(
一
八
二
一

O
)
に
福
井
城
本
丸
に
御
小
座
敷
と

万
延
元
年
(
一
八
六

O
)

に
移
築
し
て
本
堂
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
書
院
は
天

し
て
建
て
ら
れ
た
建
物
を
、

保
十
五
年
す
な
わ
ち
弘
化
元
年
(
一
八
四
四
)

の
瑞

源
寺
火
災
後
か
ら
嘉
永
元
年
(
一
八
四
八
)
ま
で
に
、

本
丸
の
大
奥
御
座
之
聞
の
主
要
な
部
分
が
移
築
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
建
物
は
桁
行
四
問
、
梁
間
三
間
の

切
妻
造
り
桟
瓦
葺
で
、
北
面
に
戦
後
増
築
さ
れ
た
幅

約
一
間
の
下
屋
、
南
商
に
幅
三
尺
強
の
桟
瓦
葺
下
屋
、

西
面
に
幅
三
尺
の
桟
瓦
葺
の
土
庇
下
屋
を
も
っ
て
い

る

(図
2
)
。

御
小
座
敷
と
大
奥
御
座
之
聞
が
移
築
さ
れ
た
理
由

は
、
文
化
十
年
(
一
八
二
二
)

の
火
災
で
瑞
源
寺
の

本
堂
を
は
じ
め
と
し
た
諸
建
物
が
焼
失
し
た
。
そ
の

後
、
御
像
堂
・
書
院
・
庫
裏
は
再
建
さ
れ
た
が
、
本

堂
は
今
だ
再
建
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
弘
化
元
年
(
天
保
十
五
年
)
に
再
び
火
災
に
あ
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図3 瑞源寺本堂平面図(修理前)
0印は床権・落し掛け痕跡のある柱 ×印は梁下の柱柄穴位置

下問小屋裏の梁下端の柱納穴
(0印内)

図4

ゃ

' |本堂移築部分

「天保二卯年出来御本丸御住居中之図」
(1364)の御小座敷部分

図5

く〉改造され胡休息部分

「御本丸御殿ノ図J(1371)の
御小座敷部分

図6

ぃ
、
再
建
さ
れ
て
い
た
御
像
堂
・
書
院
・
庫
裏
も
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
仮
住
居
の
再
建
が

な
さ
れ
、
ま
ず
書
院
と
し
て
嘉
永
元
年
ま
で
に
本
丸

大
奥
御
座
之
聞
が
移
築
さ
れ
問
。

本
堂
に
つ
い
て
は
、

十
回
忌
に
あ
た
る
た
め
瑞
源
寺
は
度
々
仮
御
堂
の
新

万
延
元
年
が
吉
品
公
の
百
五

築
を
福
井
藩
に
願
い
出
て
い
た
が
、
当
時
の
福
井
藩

の
財
政
事
情
等
か
ら
難
し
く
返
答
が
な
か
っ
た
。

と

こ
ろ
が
、

万
延
元
年
五
月
五
日
に
福
井
藩
か
ら
不
用

に
な
っ
た
本
丸
建
物
の
御
小
座
敷
を
寄
付
す
る
と
の

知
ら
せ
が
あ
り
、
本
堂
が
再
建
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
移
築
工
事
は
五
月
初
旬
か
ら
は
じ
め
ら
れ
、

七

月
に
上
棟
さ
れ
て
い
る
の
で
約
三
ヶ
月
程
の
突
貫
工

(ロ)

事
で
あ
っ
た
。

二
、
本
堂
に
の
こ
る
御
小
座
敷
の
改
築
痕

今
回
の
本
堂
修
復
工
事
で
、
本
堂
の
平
面
は
御
小

座
敷
の
主
屋
部
分
を
移
築
し
、
禅
宗
寺
院
本
堂
の
平

面
と
す
る
た
め
に
、
柱
位
置
や
間
仕
切
位
置
を
変
更

あ
る
い
は
追
加
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
(
図
3
)
。

ま
た
、
外
観
も
本
堂
と
す
る
た
め
に
外
壁
回
り
に
柱
・

窓
・
壁
な
ど
を
追
加
し
て
い
た
。

し
か
し
、
主
屋
の

主
体
構
造
と
な
る
桁
や
梁
、

小
屋
組
、

さ
ら
に
本
堂

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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国
京

「天保二卯年出来御本丸御住居中之図」

(1364)の大奥御座之間部分
図8 i j移築部分

の
南
北
妻
側
の
柱
は
、
改
変
さ
れ
ず
に
御
小
座
敷
の

建
物
そ
の
も
の
の
状
態
で
移
築
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て

た
。
と
こ
ろ
が
、
改
変
さ
れ
て
い
な
い
は
ず
の
一
部

の
小
屋
組
に
御
小
座
敷
に
お
い
て
改
造
さ
れ
た
痕
跡

が
発
見
さ
れ
た
。

そ
れ
は
本
堂
の
下
問
(
八
畳
)

小
屋
裏
に
あ
る
梁
下
端
に

以
前
に
は
柱
が
半
間
室

書院平面図(修理前)

内
側
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
痕
跡
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
本
堂
の
梁
組
は
基
本
的
に
幅
二
聞
の
上

間
・
室
中
・
下
聞
の
柱
を
柱
頭
で
つ
な
ぐ
桁
梁
の
下

層
梁
組
と
、

そ
の
上
部
で
梁
間
方
向
に
建
物
の
軒
桁

図7

か
ら
軒
桁
ま
で
を
架
け
渡
す
上
層
梁
組
で
構
成
さ
れ

る
。
こ
の
下
層
梁
組
と
上
層
梁
組
は
相
互
の
関
係
が

あ
ま
り
な
く
、
分
離
し
て
い
る
。
こ
の
梁
組
の
北
妻

側
で
、

上
層
梁
と
下
層
梁
が
上
下
に
近
接
し
て
不
自

然
な
架
橋
を
見
せ
る
箇
所
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
部
分

の
下
層
梁
上
に
後
か
ら
梁
を
挿
入
し
た
た
め
と
み
ら

れ
る
横
、
に
り
の
梁
仕
口
が
み
ら
れ
た
。

さ
ら
に
上
層

梁
の
下
面
に
使
用
さ
れ
な
い
柱
柄
穴
が
入
側
と
下
問

の
境
、
下
問
中
央
、
下
問
と
北
六
畳
間
の
三
ケ
所
に

み
ら
れ
た

(図
4
)
。

」
れ
ら
梁
下
の
痕
跡
は
下
問

の
妻
側
か
ら
室
内
側
へ
半
間
入
っ
た
所
に
あ
る
柱
を

抜
き
取
っ
た
た
め
に
の
こ
っ
た
痕
と
み
ら
れ
る
。

た
、
下
問
の
北
妻
側
外
壁
に
あ
る
南
寄
り
二
本
の
柱

福
井
城
本
丸
指
図
の
年
代
に
つ
い
て
|
文
政
か
ら
嘉
永
期
ま
で

l

。
」
斗

ha

、

l
i
 そ
れ
ぞ
れ
が
対
応
す
る
床
桂
や
落
し
掛
け
の

仕
口
痕
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
床
の
間
の
痕
跡
は

本
堂
時
代
の
も
の
で
は
な
く
、
本
堂
以
前
の
建
物
つ

ま
り
御
小
座
敷
時
代
の
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。

の

一
方
、
瑞
源
寺
書
院
は
、
明
治
二
十
四
年
(
一
八

九

の
濃
尾
地
震
に
よ
っ
て
棟
続
き
で
建
て
ら
れ

て
い
た
庫
裏
が
倒
壊
し
て
お
り
、
ど
の
部
分
ま
で
本

丸
か
ら
移
築
さ
れ
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
現
在
残
る
書
院
の
南
下
屋
、
瑞
源
寺

に
大
奥
御
座
之
聞
が
移
築
さ
れ
た
時
に
増
築
さ
れ
た

部
分
で
あ
る
こ
と
が
修
復
調
査
に
よ
り
明
ら
か
と
な

り
、
書
院
の
主
屋
と
西
下
屋
は
大
奥
御
座
之
聞
の
移

築
部
分
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
(
図
7
)
。
ま
た
、

書
院
の
主
屋
と
西
下
屋
の
各
部
材
は
、
本
丸
大
奥
御

座
之
間
以
前
の
西
三
ノ
丸
御
座
所
の
部
材
が
使
わ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
以
外
に
、
本
堂
の
下
問

に
み
ら
れ
た
よ
う
な
本
丸
時
代
に
改
造
さ
れ
た
痕
跡

は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

四
、
本
丸
指
図
と
本
堂
・
書
院

と
こ
ろ
で
、
松
平
文
庫
の
本
丸
指
図
に
は
藩
主
住

ま

居
が
西
三
ノ
丸
御
座
所
か
ら
本
丸
に
移
徒
し
た
文
政

十
三
年
(
天
保
元
年
)
後
の
様
子
を
描
い
た
指
図
が
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あ
る
。

そ
れ
は

「
天
保
二
卯
年
出
来
御
本
丸
御
住

居
中
之
図
」
(
一
三
六
回
)
で
、
天
保
二
年
に
完
成
し
た

本
丸
の
様
子
を
描
い
て
い
る
と
い
一
事
こ
の
図
に
は

本
堂
前
身
建
物
の
御
小
座
敷
が
完
成
し
た
当
時
の
様

子
で
描
か
れ
て
い
る
(
図
5
)
。
御
小
座
敷
は
本
丸

の
北
側
で
、
天
守
台
跡
の
南
東
に
位
置
す
る
。
御
小

座
敷
の
主
屋
の
桁
方
向
は
東
西
方
向
に
配
置
さ
れ
る
。

本
堂
の
下
間
に
あ
た
る
部
屋
は
御
休
息
で
、
八
畳
の

大
き
さ
と
な
り
、

そ
の
東
に
床
の
間
と
押
入
を
設
け

て
い
る
。
こ
れ
で
は
本
堂
の
下
間
と
御
小
座
敷
の
御

と
こ
ろ
が
天
保
一
一

休
息
は
大
き
さ
が
一
致
し
な
い
。

年
以
降
に
本
丸
を
増
改
築
し
た
図
と
さ
れ
る

「
御
本

丸
御
殿
ノ
図
」
(
一
三
七
一
)
で
は
、
御
休
息
は
東
側
に

半
間
拡
張
し
て
十
畳
と
な
り
、

そ
れ
に
と
も
な
い
床

の
間
・
押
入
が
半
聞
東
に
移
動
し
、

主
屋
か
ら
飛
び

出
し
て
い
る
(
図
6
)
。
こ
の
平
面
は
本
堂
北
妻
側

の
柱
に
残
る
床
桓
や
落
し
掛
け
の
痕
跡
と
一
致
す
る

こ
と
に
な
る
。
ー
ま
た
、
床
の
間
・
押
入
が
主
屋
か
ら

飛
び
出
す
前
は
主
屋
の
半
間
室
内
側
に
床
の
間
・
押

入
の
柱
が
立
つ
こ
と
に
な
り
、
本
堂
小
屋
裏
に
残
る

痕
跡
と
も
一
致
す
る
。

一方、

「
天
保
二
卯
年
出
来
御
本
丸
御
住
居
中
之

図
」
(
三
一
六
四
)
お
よ
び
「
御
本
丸
御
殿
ノ
図
」

七

の
大
奥
御
座
之
聞
の
平
面
は
、
瑞
源
寺
書
院

の
主
屋
と
西
下
屋
部
分
の
平
面
と
ま
っ
た
く
一
致
し

て
い
る
(
図
8
)
。

以
上
か
ら
文
政
十
三
年
に
建
て
ら
れ
た
本
丸
の
御

小
座
敷
の
御
休
息
は
、

八
畳
間
か
ら
十
畳
間
へ
と
大

き
く
す
る
た
め
に
床
の
間
・
押
入
を
東
に
半
間
移
動

し
て
造
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
合
わ
せ
て

「
天
保

三
卯
年
出
来
御
本
丸
御
住
居
中
之
図
」
(
一
三
六
四
)
は

藩
主
移
徒
直
後
の
図
、
「
御
本
丸
御
殿
ノ
図
」
(
二
壬
一
)

は
そ
の
後
に
改
造
さ
れ
た
図
で
、
い
ず
れ
の
図
も
実

際
に
施
工
さ
れ
た
図
面
と
し
て
よ
い
と
判
断
で
き
る
。

ま
た
、
大
奥
御
座
之
聞
の
平
面
か
ら
み
て
も
、

両
図

が
同
じ
平
面
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
奥
御
座
之
聞
は

本
丸
で
は
建
物
に
改
造
が
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い

う
修
復
調
査
と
も
一
致
し
、
前
述
の
両
図
が
実
際
の

様
子
を
示
し
て
い
る
と
い
う
結
論
と
一
致
す
る
。

五
、
本
丸
指
図
の
検
討

以
下
で
は
前
項
の
瑞
源
寺
の
本
堂
・
書
院
と
、
本

丸
指
図
で
あ
る

「
天
保
二
卯
年
出
来
御
本
丸
御
住
居

中
之
図
」
(
二
三
六
四
)
と

「
御
本
丸
御
殿
ノ
図
」
(
一
一
一
一

七
二

の
検
討
で
得
ら
れ
た
結
果
を
年
代
指
標
の
基

準
と
し
て
、

そ
の
他
の
本
丸
指
図
を
詳
細
に
検
討
す

る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
本
丸
内
建
物
の
建
築
時
期
に

つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
本
丸
御
殿
の
表
で
あ
る
大

広
間
と
そ
の
東
に
続
く
諸
建
物
や
台
所
、
中
奥
と
な

る
鉄
抱
之
聞
と
韓
翻
一
之
問
と
そ
の
東
に
続
く
諸
建
物
、

奥
と
な
る
焼
火
御
聞
と
そ
れ
に
つ
づ
く
藩
主
住
居
等「御座所絵図J文政年間 (1383)図9
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は
、
増
改
築
は
別
と
し
て
寛
文
九
(
一
六
六
九
)
年

の
大
火
後
に
再
建
さ
れ
、
火
災
に
も
あ
わ
ず
に
文
政

十
三
一
年
の
藩
主
住
居
の
本
丸
へ
の
移
徒
ま
で
ほ
ぼ
存

在
し
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
文
政

に
よ
れ
ば
(
図

9
)
、
文

年
間
の

「
御
座
所
絵
図
」

政
十
三
年
ま
で
藩
主
住
居
で
あ
っ
た
西
三
ノ
丸
御
座

所
に
は
、
藩
主
住
居
の
建
物
の
ほ
か
に
、
北
庭
に
御

宮
・
拝
殿
・
鳥
居
、
宗
源
堂
と
御
供
所
、
敷
地
西
側

の
石
垣
上
に
二
間
四
方
の
御
持
仏
(
御
悌
殿
)
が
建

て
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
三
ノ
丸
御
座
所
は
本
丸
に

取
っ
て
変
わ
り
藩
政
の
中
心
施
設
と
し
て
機
能
し
て

い
た
た
め
、
大
広
間
を
は
じ
め
と
す
る
表
向
き
の
諸

建
物
、
台
所
向
建
物
、
鉄
抱
之
聞
を
は
じ
め
と
す
る

中
奥
の
諸
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
向
。
こ
れ
ら
の
建

物
が
本
丸
へ
の
藩
主
移
徒
に
と
も
な
い
、
本
丸
に
移

築
あ
る
い
は
再
建
・
増
築
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

天
保
十
四
年
再
び
藩
主
住
居
が
西
三
ノ
丸
御
座
所
に

移
さ
れ
、
前
述
の
御
宮
を
は
じ
め
と
す
る
諸
建
物
、

藩
主
住
居
、
藩
政
の
中
心
施
設
が
移
築
あ
る
い
は
建

て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
本
丸
指
図
を

検
討
す
る
。

15 

国
京

(
1
)
「
福
井
城
本
丸
御
建
物
図
」
(
三
モ
O
)
図
叩

表
題
の
文
字
は
直
接
図
面
に
書
か
れ
る
。

ま
た

図
面
の
中
折
れ
部
に
も

「
福
居
城
御
本
丸
図
」

と
書

い
た
紙
を
整
理
番
号
と
と
も
に
張
り
付
け
て
い
る
。

本
図
は
三
分
計
の
朱
罫
線
を
石
垣
内
の
本
丸
内
す
べ

て
に
ひ
き
、
建
物
・
塀
・
石
垣
な
ど
を
描
い
て
い
る
。

建
物
は
黄
、
縁
板
・
囲
炉
裏
・
石
垣
部
分
・
井
戸
な

ど
を
薄
茶
と
す
る
。

一
部
に
水
路
と
み
ら
れ
る
部
分

を
薄
青
の
切
り
紙
を
張
り
付
け
る
。
他
の
指
図
と
異

な
り
、
御
本
城
橋
と
御
廊
下
橋
を
詳
細
に
描
い
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
表
題
に
「
文
政
六
時
宍
未
歳

六
月
吉
日
改
正
」

と
あ
る

「
御
本
丸
御
絵
図
」
(
一
一
一
一

ムハ一一)

の
掛
紙
を
と
っ
た
図
に
ほ
ぼ
近
い
平
面
で
あ

る
。
大
き
く
異
な
る
部
分
は
、
本
図
に
は
御
小
姓
部

屋
の
東
に
湯
殿
・
釜
屋
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
奥
の
藩

主
住
居
(
以
下
、
奥
御
座
敷
と
記
す
)
の
御
次
之
間
・

二
之
聞
の
東
に
渡
廊
下
が
矩
折
れ
に
延
び
て
、
湯
殿

に
達
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

(
一
三
六
二
)
で
は
、

「
御
本
丸
御
絵
図
」

こ
の
湯
殿
や
釜
屋
は
な
く
、
御
揚

り
場
と
そ
の
南
に
続
く
九
畳
が
幅
一
間
半
の
廊
下
状

の
平
面
と
な
り
、
湯
殿
関
係
の
建
物
は
み
ら
れ
な
い
。

こ
の
部
分
は
年
代
の
指
標
と
な
る

「
天
保
二
卯
年
出

来
御
本
丸
御
住
居
中
之
図
」
(
三
一
六
回
)
で
は
増
築
建

福
井
城
本
丸
指
図
の
年
代
に
つ
い
て
文
政
か
ら
嘉
永
期
ま
で

物
が
多
く
、
改
造
さ
れ
た
建
物
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

い
ず
れ
の
図
面
が
古
い
状
態
を
示
す
か
わ
か
ら
な
い
。

一
方
、
本
図
で
は
中
奥
の
御
鉄
抱
之
間
・
時
計
之

聞
の
西
に
便
所
が
つ
く
ら
れ
、
台
所
回
り
で
は
縁
側

が
多
く
記
入
さ
れ
、
南
東
隅
に
下
台
所
が
大
き
く
建

「
御
本
丸
御
絵
図
」

(
一
三
六
二
)
で
は
下
台
所
が
非
常
に
小
さ
く
な
り
、
部

て
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が

屋
名
は
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
様
子
は

し
か
し

「
天
保
二
卯
年
出
来
御
本
丸
御
住
居
中
之
図
」
(
一
三
六

ま
た
、
北
不
明
門
の
西
側
で

四
)
と
同
じ
で
あ
る
。

天
守
台
跡
よ
り
東
に
延
び
る
石
垣

(
が
ん
ぎ
)

取

付
く
登
り
塀
と
門
の
配
置
は
、

「
天
保
二
卯
年
出
来

御
本
丸
御
住
居
中
之
図
」
(
一
三
六
回
)
と
「
御
本
丸
御

絵
図
」
(
一
三
六
二
)
が
一
致
し
て
お
り
、
本
図
に
は
そ

の
部
分
が
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
図
は
、

文
政
六
年
の
本
丸
建
物
の
様
子
を
示
す
と
み
ら
れ
る

「
御
本
丸
御
絵
図
」
(
一
三
六
二
)
以
前
の
状
態
を
示
す

も
の
と
み
ら
れ
る
。

(
2
)
「
御
本
丸
御
絵
図
」
(
文
政
六
笑
未
歳

六
月
吉
田
改
正
)
(
一
三
六
二
)
図
什

表
題
の
文
字
は
図
面
を
折
り
た
た
ん
だ
面
に
そ
の

大
き
さ
の
別
紙
を
張
り
付
け
、
書
か
れ
る
。
表
題
の
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紙
は
本
図
の
紙
の
張
り
合
わ
せ
部
が
外
れ
た
も
の
を

修
理
し
た
時
に
張
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、

図
面
の

表
に
表
題
の
紙
が
一
部
糊
付
け
さ
れ
て
い
る
。
本
図

は
五
分
計
の
箆
引
き
の
上
に
朱
罫
線
が
ひ
か
れ
、
建

物
は
柱
や
建
具
ま
で
描
か
れ
る
。
建
物
は
黄
、
塀
は

黒
、
水
路
を
紺
と
色
分
け
さ
れ
る
。
掛
紙
も
五
分
計

の
箆
引
き
に
朱
罫
線
引
で
、
建
物
の
平
面
が
描
か
れ

る。居
掛

宗紙
源で
堂追

加
御さ
供れ
所 た
稽建
古物
所は

京自
厘同

拝
御随
{弗凧

殿鳥

中
之
口
お
よ
び
表
小
姓
の
二
階
に
徒
頭
を
は
じ
め
と

す
る
諸
部
屋
、
台
所
の
二
階
に
御
腰
物
部
屋
・
表
納

し
か
し
、
御
小
座
敷
、
大

戸
、
近
習
部
屋
で
あ
る
。

奥
御
座
之
問
、
長
局
な
ど
は
見
当
た
ら
な
い
。

平
文
庫
福
井
藩
史
料
目
録
』
で
は
、
御
本
丸
住
居
普

請
前
、
即
ち
文
政
六
年
改
正
の
図
で
、
掛
紙
に
よ
っ

て
本
丸
増
築
計
画
部
分
を
加
え
て
あ
る
と
あ
り
、
文

政
十
三
年
本
丸
住
居
造
営
前
の
図
と
す
る
。
掛
紙
を

外
し
た
本
図
は
前
述
の
よ
う
に
「
福
井
城
本
丸
御
建

物
図
」
(
一
三
七
O
)
に
ほ
ぼ
等
し
く
、
表
題
の
文
政
六

年
六
月
の
図
と
み
ら
れ

そ
の
図
の
上
に
計
画
し
た

建
物
を
掛
紙
で
張
り
付
け
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
中
之
口
お
よ
び
表
小
姓
の
二
階
、
台

所
の
二
階
も
計
画
図
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
一
一

「
越
前
福
井
御
本
丸
御
建

物
図
」
(
三
石
二
)
の
掛
紙
に
よ
る
二
階
の
平
面
と
一

致
し
て
い
る
。
こ
の
掛
紙
で
計
画
さ
れ
た
建
物
(
御

階
部
分
の
計
画
は
後
述
の

宮
・
宗
源
堂
・
御
悌
殿
な
ど
)
は
、

出
来
御
本
丸
御
住
居
中
之
図
」
(
一
一
一
一
六
四
)
と
一
致
し

「
天
保
二
卯
年

て
い
る
。

し
か
し
、
移
転
の
主
要
建
物
と
な
る
御
小
座
敷

大
奥
御
座
之
間
・
大
奥
長
局
さ
ら
に
は
釜
屋
な
ど
は

見
当
た
ら
な
い
。
御
小
座
敷
な
ど
が
建
て
ら
れ
た
場

(
日
)

所
に
は
掛
紙
の
糊
付
け
跡
も
確
認
さ
れ
な
い
。
こ
の

場
所
の
北
東
に
あ
る
石
垣
(
が
ん
ぎ
)
に
登
り
塀
と

門
が
描
か
れ
、
そ
れ
よ
り
南
は
空
白
で
あ
る
か
ら
、

~司

松

御
小
座
敷
な
ど
は
別
の
図
面
に
計
画
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
文
政
六
年
六
月

当
時
の
図
面
に
文
政
十
三
一
年
の
御
座
所
移
転
の
一
部

建
物
を
張
り
付
け
た
計
画
図
と
み
ら
れ
る
。

(
3
)
「
越
前
福
井
御
本
丸
御
建
物
図
」
(
一
三
七
三図刊

H

本
図
は
表
題
の
文
字
と
整
理
番
号
を
張
り
付
け
た

厚
紙
を
図
面
の
表
裏
に
張
り
付
け
て
い
る
。
表
題
の

紙
は
金
を
散
ら
し
た
和
紙
で
、
整
理
番
号
に
は
印
が

押
し
て
あ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
本
図
は
画
面

全
体
に
わ
た
っ
て
三
分
五
厘
計
の
朱
罫
線
を
引
き
、

そ
の
上
か
ら
建
物
や
塀
・
井
戸
な
ど
を
描
く
。
建
物

は
一
部
を
除
き
、
単
線
で
平
面
を
描
き
、
や
や
茶
か

か
っ
た
黄
で
塗
る
。
掛
紙
を
コ
一
枚
張
り
付
け
、
二
階

部
分
の
平
面
を
そ
れ
ぞ
れ
描
く
。
掛
紙
も
三
分
五
厘

計
の
朱
罫
線
を
描
き
、
建
物
は
単
線
の
み
で
、
色
付

け
は
な
さ
れ
な
い
。
本
図
・
掛
紙
と
も
に
他
指
図
の

よ
う
に
長
い
間
使
用
さ
れ
た
形
跡
は
み
あ
た
ら
ず
、

図
面
の
傷
み
は
非
常
に
少
な
い
。

『
松
平
文
庫
福
井
藩
史
料
目
録
』

で
は
、
大
奥
関

係
の
諸
建
物
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と

(
取
り
払
わ

れ
た
と
推
定
)

か
ら
、
第
十
六
代
藩
主
慶
永
が
再
び

住
居
し
た
西
三
ノ
丸
御
座
所
の
建
物
が
完
成
し
た
天

保
十
四
年
直
後
の
図
と
す
る
が
、
以
下
の
点
で
疑
問

が
も
た
れ
る
。

「
天
保
二
卯
年
出
来
御
本
丸
御
住
居

中
之
図
」
(
一
三
六
甲
と

「
御
本
丸
御
絵
図
」
(
一
一
ニ
六

二
)
に
み
え
る
中
奥
の
韓
担
之
間
北
西
隅
に
あ
る
数

寄
屋
四
畳
半
が
見
当
た
ら
な
い
。
天
保
十
四
年
と
す

る
な
ら
奥
御
小
座
敷
の
御
休
息
が
八
畳
で
は
な
く
、

十
畳
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
御
小
座

敷
の
御
休
息
の
東
部
分
に
小
さ
な
部
屋
の
間
仕
切

石
敷
き
の
土
間
・
周
の
便
器
の
下
書
き
線
が
薄
く
見

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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国
京

福
井
城
本
丸
指
図
の
年
代
に
つ
い
て
文
政
か
ら
嘉
永
期
ま
で
|

図 10 r福井城本丸御建物図J(1370) 

図 11 r御本丸御絵図文政六J(1362-1) 

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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「越前福井御本丸御建物図J(1372) 図 12

「御本丸御絵図御用部屋御奥之図J(1366) 図 13

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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国
京

福
井
城
本
丸
指
図
の
年
代
に
つ
い
て
文
政
か
ら
嘉
永
期
ま
で

1

図 14 r天保二卯年出来御本丸御住居中之図J(1364) 

掛紙下の透けて見える御宮・
能舞台など(その下にも稽
古所などがある)

図 15 r本丸指図J(1363) 

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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「御本丸御殿ノ図J(1371) 図 16

「御本丸御絵図嘉永元年J(1365) 図 17

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



さ
ら
に
後
述
の
よ
う
に
天
保
六
年
以
降
と
み

ら
れ
る
「
御
本
丸
御
殿
ノ
図
」
(
一
三
七
二
で
奥
御
小

座
敷
と
大
奥
御
座
之
聞
を
仕
切
っ
た
二
重
矩
折
れ
の

板
塀
が
、
嘉
永
元
年
と
さ
れ
る

え
る
。

「
御
本
丸
御
絵
図
」

(
一
三
六
五
)
で
も
変
わ
ら
な
い
の
に
本
図
で
は
直
線
と

な
っ
て
い
る
。
奥
御
座
敷
の
御
次
之
間
・
二
之
聞
の

東
や
奥
詰
所
、
御
用
部
屋
・
御
右
筆
部
屋
南
側
の
諸

室
の
平
面
が

「
天
保
二
卯
年
出
来
御
本
丸
御
住
居
中

之
図
」
(
一
三
六
四
)
や
嘉
永
元
年
と
さ
れ
る
「
御
本
丸

御
絵
図
」
(
一
三
六
五
)
と
も
異
な
る
。

一
方
、
中
奥
西
側
の
能
舞
台
の
位
置
と
形
状
、
台

所
南
東
隅
に
張
り
出
し
た
瓦
方
役
所
・
小
普
請
詰
所

が
、
後
述
の
よ
う
に
天
保
六
年
以
降
の
本
丸
の
様
子

を
描
い
た
と
み
ら
れ
る

「
御
本
丸
御
殿
ノ
図
」
(
一
三

し
か
し
、
御
座
所
の
本
丸
移

転
後
の
「
天
保
二
卯
年
出
来
御
本
丸
御
住
居
中
之
図
」

(
一
三
六
四
)
に
は
い
ず
れ
の
部
分
も
見
当
た
ら
な
い
。

七

に
一
致
す
る
。

本
図
に
は
、
掛
紙
が
表
御
殿
東
の
長
囲
炉
裏
、
中

之
口
お
よ
び
表
小
姓
、
そ
し
て
台
所
の
三
ケ
所
に
糊

付
け
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
三
ケ
所
は
す
べ
て
階
段
を
と

も
な
い

「
一
一
階
」
あ
る
い
は

と
記
載
が

三
階
家
」

21 

あ
る
。
こ
の
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
御
右
筆
部
屋
・
御
小

道
具
・
奥
納
戸
、
御
腰
物
部
屋
・
表
納
戸
、
近
習
部

屋
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
図
の
掛
紙

は
二
階
を
表
現
す
る
た
め
に
張
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
中
之
口
お
よ
び
表
小
姓
の
二
階
、
台

所
の
二
階
が
御
腰
物
部
屋
・
表
納
戸
、
近
習
部
屋
と

し
て
同
じ
く
掛
紙
が
さ
れ
て
い
る
図
が
、
後
述
の
表

題
に
「
文
政
六
笑
未
歳

六
月
吉
日
改
正
」

と
あ
る

「
御
本
丸
御
絵
図
」
二
三
六

で
あ
る
。
以
上
か
ら

文
政
十
三
年
の
西
三
ノ
丸
御
座
所
か
ら
本
丸
へ
移
徒

の
た
め
の
計
画
図
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

(
4
)
「
御
本
丸
御
絵
図
御
用
部
屋
(
御
奥
之
図
)
」

(
一
三
六
六
)
図
日

本
図
は
、

表
題
「
御
本
丸
御
絵
図
」

に
加
え
て

「
但
御
奥
之
図

御
用
部
屋
」

と
別
字
体
で
書
か
れ

た
袋
に
入
れ
ら
れ
る
。
薄
い
和
紙
に
五
分
計
の
箆
引

き
に
朱
罫
線
を
ひ
き
、
中
奥
の
韓
釦
一
之
聞
や
焼
火
御

聞
東
の
奥
御
座
敷
・
御
小
座
敷
・
大
奥
御
座
之
閉
そ

し
て
北
不
明
門
を
黄
、
大
奥
建
物
を
桃
に
塗
り
分
け

る
。
建
物
内
は
朱
罫
線
は
ひ
か
れ
な
い
。

「
天
保
二

卯
年
出
来
御
本
丸
御
住
居
中
之
図
」
(
一
一
一
一
六
四
)
と
比

較
し
、
大
奥
御
座
之
聞
の
周
は
御
座
之
聞
の
北
東
に

設
け
ら
れ
て
御
神
前
が
見
当
た
ら
ず
、

入
側
は
西
入

側
と
北
入
側
に
分
離
さ
れ
、
縁
側
と
土
縁
が
矩
手
に

国
京

福
井
城
本
丸
指
図
の
年
代
に
つ
い
て
|
文
政
か
ら
嘉
永
期
ま
で
|

回
る
平
面
と
な
る
。
こ
れ
は
実
際
に
建
て
ら
れ
た
大

奥
御
座
之
間
と
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
御
小
座
敷

と
、
奥
御
座
敷
と
の
建
物
取
り
付
き
が
や
や
西
側
に

寄
っ
て
い
る
。
ま
た
、
御
小
座
敷
西
側
に
張
り
出
し

が
み
ら
れ
ず
、
御
休
息
に
床
の
間
と
違
棚
が
設
け
ら

そ
の
東
側
に
押
入
が
み
ら
れ
な
い
。
御
小

座
敷
の
南
北
両
側
に
設
け
た
縁
側
と
土
縁
の
境
に
柱

が
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
奥
御
座
敷
の
御
座
之
間
・

れ
る
が
、

御
休
息
之
聞
や
轄
鞄
之
間
・
御
家
老
部
屋
な
ど
の
諸

「
御
本
丸
御
絵
図
」
(
一
一
一
一

室
の
平
面
が
文
政
六
年
の

と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
以
上
よ
り
文
政
十

三
年
の
西
三
ノ
丸
御
座
所
か
ら
本
丸
に
藩
主
住
居
を

占ハ一一)

移
す
際
の
計
画
図
と
み
ら
れ
る
。

(
5
)
「
天
保
二
卯
年
出
来
御
本
丸
御
住
居
中
之
図
」

こ
三
六
回
)
図
は

表
題
の
文
字
は
別
紙
に
書
か
れ
て
図
面
裏
に
張
ら

れ
、
字
体
は
整
理
番
号
と
は
異
な
る
。
本
図
は
厚
手

和
紙
に
四
分
の
箆
描
き
線
を
ひ
き
、
本
丸
石
垣
や
建

物
平
面
が
描
か
れ
る
。
表
御
殿
東
の
長
囲
炉
裏
、
中

之
口
お
よ
び
表
小
姓
の
部
屋
に
掛
紙
が
な
さ
れ

階
の
平
面
が
描
か
れ
る
。

「
福
井
城
本
丸
御
建
物
図
」

ご=一七
O
)

の
建
物
に
加
え
て
、
奥
御
座
敷
の
北
側
に

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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藩
主
の
常
住
場
所
と
な
る
御
小
座
敷
、

そ
の
東
側
に

大
奥
御
座
之
聞
を
は
じ
め
と
す
る
大
奥
、
中
奥
か
ら

東
に
続
く
用
人
や
右
筆
部
屋
が
増
築
さ
れ
、

さ
ら
に

そ
の
東
に
御
風
呂
屋
な
ど
の
諸
建
物
も
増
築
さ
れ
る
。

中
奥
の
韓
鞄
之
間
北
側
に
射
小
屋
、
西
側
に
稽
古
所
、

さ
ら
に
そ
の
西
に
御
宮
・
宗
源
堂
・
御
悌
殿
(
御
持

仏
)
な
ど
が
西
三
ノ
丸
御
座
所
か
ら
移
築
さ
れ
て
い

る
。
「
越
前
世
譜
」
に
よ
れ
ば
、
御
宮
の
遷
宮
は
文
政

十
三
年
(
天
保
元
年
)
四
月
十
九
時
、
御
小
座
敷
な

ど
本
丸
の
増
築
建
物
の
完
成
は
五
月
六
日
と
あ
句
。

さ
ら
に
同
年
九
月
十
七
日
に
は
大
奥
で
男
子
が
誕
生

し
た
既
述
が
あ
り
、
大
奥
も
そ
の
時
ま
で
に
は
完
成

し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

文
政
十
三
年
に
は
本
丸
の
建
物
は
す
べ
て
完
成
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

「
天
保
二
卯
年
出
来
御
本
丸
御
住

の
表
題
は
、
前
述
の
よ
う
に
別
紙
に
書

か
れ
た
も
の
が
張
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら

居
中
之
図
」

に
「
天
保
二
年
改
正
」

で
は
な
く
「
天
保
二
年
出
来
」

と
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
後
世
の
図
面
整
理

時
に
誤
っ
て
記
入
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
御
小

座
敷
・
大
奥
御
座
之
聞
の
平
面
を
見
る
限
り
、
床
の

聞
の
柱
や
建
具
が
一
部
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
が

そ
の
他
の
柱
は
細
か
く
描
か
れ
て
お
り
、
信
頼
性
の

高
い
図
面
と
考
え
ら
れ
る
。

(
6
)
「
御
本
丸
指
図
」
(
一
一
ニ
六
=
一
)
図
日

表
題
部
に
は
「
文
政
十
三
寅
年
改
正

図
」
と
「
第
壱
番
ノ
内
五
号
」
が
張
り
付
け
ら
れ
る
。

斗

ha
、

御
本
丸
指

「
第
壱
番
ノ
内
五
号
」

「
文
政
十
三
寅
年
改
正

御
本
丸
指
図
」

の
上
に
張
ら
れ
、
字
体
が
楢
書
で
あ

る
か
ら
後
年
の
図
面
整
理
時
に
張
ら
れ
た
も
の
と
み

ら
れ
る
。

「
文
政
十
三
寅
年
改
正

御
本
丸
指
図
」

は
、
や
は
り
指
図
裏
面
に
別
紙
を
張
り
付
け
て
表
題

と
し
て
い
る
。
こ
の
紙
の
左
に
は
別
の
紙
を
張
り
付

け
て
い
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
本
図
は
五
分
計
の

朱
罫
線
を
本
丸
内
全
体
に
引
き
、
建
物
を
薄
茶
と
黄
、

井
戸
と
排
水
路
を
薄
青
で
彩
色
す
る
。
薄
茶
は
色
の

剥
げ
た
部
分
か
ら
、
黄
の
上
に
さ
ら
に
薄
茶
を
塗
り

重
ね
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
黄
は
文
政
十
三
年
に
西

三
ノ
丸
御
座
所
か
ら
本
丸
へ
藩
主
住
居
が
移
徒
し
た

時
に
新
た
に
建
て
ら
れ
た
建
物
、
薄
茶
は
既
存
の
建

物
で
あ
る
。
柱
や
建
具
が
詳
細
に
描
か
れ
た
図
面
で

あ
る
。
図
面
全
体
の
至
る
所
に
掛
紙
が
二
重
に
張
ら

れ
た
部
分
や
そ
れ
を
剥
が
し
た
痕
跡
が
み
ら
れ
、
長

期
間
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

『
松
平
文
庫
福
井
藩
史
料
目
録
』

文
政
十
三

で
は
、

年
御
本
丸
住
居
建
増
し
の
計
画
図
で
、

そ
の
後
二
度

の
改
築
を
掛
紙
で
改
正
し
た
図
と
あ
る
。

本
図
を
詳
細
に
み
る
と
、
鞍
組
之
聞
の
西
側
で
は

一
番
上
の
薄
い
白
紙
の
掛
紙
に
よ
っ
て
宗
源
堂
・
御

宮
・
能
舞
台
(
拝
見
所
・
泉
屋
・
舞
台
)
・
稽
古
所

な
ど
が
隠
さ
れ

そ
の
白
紙
上
に
厨
が
さ
ら
に
張
り

そ
の
下
に
あ
る
五
分
計
の
朱
罫
線
の

掛
紙
で
は
当
初
図
に
描
か
れ
た
稽
古
所
(
射
小
屋
の

存
在
も
微
か
に
み
え
る
)
や
御
宮
・
拝
殿
・
宗
源
堂
・

付
け
ら
れ
る
。

台御
(供
舞所
台を

長守
屋囲

昔話
詩宗
橋の
掛ー

り雪
と隠

害k
所能

舞

奥
御
座
敷
か
ら
直
接
拝
見
所
に
至
る
渡
廊
下
に
増
改

築
さ
れ
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
こ
の
改
築
さ
れ
る
部

分
は
黄
で
彩
色
さ
れ
、
既
存
建
物
と
は
明
ら
か
に
異

な
待
。
こ
の
能
舞
台
・
稽
古
所
な
ど
は
後
述
の
天
保

六
年
以
降
と
推
定
さ
れ
る

「
御
本
丸
御
殿
ノ
図
」
(
一

七
二
に
増
築
さ
れ
た
部
分
と
し
て
描
か
れ
る
能
舞

台
・
稽
古
所
な
ど
に
詳
細
を
除
き
ほ
ぽ
一
致
す
る
。

最
下
層
の
本
図
に
描
か
れ
た
東
塀
な
ど
は

「
天
保
二

卯
年
出
来
御
本
丸
御
住
居
中
之
図
」
(
一
三
六
四
)
と
ほ

、4
J

ぽ
同
じ
と
な
る
一
。
南
西
の
乾
櫓
下
に
あ
る
御
悌
殿
に

白
い
掛
紙
が
張
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
掛
紙
が
剥
が
さ
れ
て
当
初
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に
描
か
れ
た
図
が
見
え
る
部
分
で
は
、
中
奥
の
御
鉄

泡
之
間
・
縫
組
之
聞
の
東
に
配
置
さ
れ
る
御
用
部
屋

御
右
筆
部
屋
の
諸
室
平
面
も

「
天
保
三
卯
年
出
来
御

本
丸
御
住
居
中
之
図
」
(
二
一
一
六
四
)
と
ほ
ぼ
同
じ
と
な

る
。
相
違
点
は
、
御
小
道
具
部
屋
北
の
部
屋
が
三
畳

か
ら
四
畳
に
増
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
御
内
御
右
筆

部
屋
の
間
仕
切
位
置
が
異
な
る
こ
と
、
塀
が
さ
ら
に

細
か
く
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

一
方
、
奥
の
御
小
座
敷
で
は
御
休
息
は
八
畳
の
ま

ま
で
、
改
造
以
前
の

「
天
保
二
卯
年
出
来
御
本
丸
御

住
居
中
之
図
」
(
一
三
六
回
)
と
ま
っ
た
く
同
じ
平
面
と

な
っ
て
い
る
。

な
お
、
御
小
座
敷
の
御
休
息
東
に
あ

る
床
の
間
を
含
む
幅
二
間
部
分
に
掛
紙
の
痕
が
残
る
。

こ
れ
は
「
御
本
丸
御
殿
ノ
図
」
(
一
三
七
二
に
示
さ
れ

た
御
休
息
が
八
畳
か
ら
十
畳
に
大
ぎ
く
さ
れ
た
様
子

を
計
画
あ
る
い
は
変
更
し
た
状
態
を
示
す
も
の
と
見

ら
れ
る
。

本
丸
北
東
の
大
奥
部
分
で
も
掛
紙
が
二
回
張
ら
れ

る
。
一
番
上
の
掛
紙
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
が
、

五
分
計
の
朱
罫
線
が
引
か
れ
、

そ
の
範
囲
は
糊
痕
か

ら
台
所
北
側
の
長
局
を
は
じ
め
と
す
る
大
奥
や
御
風

呂
屋
付
近
で
あ
る
。
こ
の
掛
紙
は
厚
く
、
下
層
の
掛

23 

紙
の
図
や
、

さ
ら
に
そ
の
下
の
当
初
の
図
は
透
け
て

国
京

み
え
な
い
。
後
述
の

「
御
本
丸
御
絵
図
嘉
永
元
月
」

(
一
三
六
五
)
の
掛
紙
が
な
い
状
態
に
最
上
層
の
掛
紙
の

図
は
、
ぽ
ぽ
一
致
す
る
。
な
お
、

一
部
に
朱
罫
線
が

擦
り
切
れ
た
よ
う
な
所
も
み
ら
れ

さ
ら
に
掛
紙
が

張
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

最
上
層
の
下
に
あ
る
掛
紙
も
所
々
し
か
残
っ
て
い

な
い
。
罫
線
は
み
ら
れ
ず
、
建
物
を
薄
褐
に
塗
っ
て

描
き
、

そ
の
部
分
の
み
を
張
り
付
け
る
。
こ
の
掛
紙

も
厚
く
、
当
初
の
図
は
掛
紙
か
ら
透
け
て
み
え
な
い
。

後
述
の
天
保
六
年
以
降
の
図
と
み
ら
れ
る

「
御
本
丸

御
殿
ノ
図
」
(
一
三
七
一
)
で
増
築
さ
れ
た
部
分
と
表
記

さ
れ
る
大
奥
や
台
所
の
北
に
あ
る
御
風
呂
屋
の
東
の

御
用
人
・
御
用
部
屋
(
広
敷
用
人
関
係
)
と
、

そ
の

西
に
あ
る
御
賄
方
部
屋
・
御
締
部
屋
、
大
奥
の
南
で

東
西
に
長
く
延
び
た
幅
一
間
半
の
廊
下
の
一
部
な
ど

が
描
か
れ
る
。

天
保

卯
年
出
てfずさ

樹三
否福
留理
住 ω

居主

22 
図自
(で
三は

四
)
の
規
模
の
小
さ
な
大
奥
・
御
風
百
屋
さ
ら
に
は

こ
れ
と
大
奥
を
結
ぶ
幅
一
間
の
廊
下
が
矩
折
れ
に
描

か
れ
る
。

て
台 台
所 所
東 部
や で
南 は
東 朱
隅 罫

品安
警 JE
寸~

画示
室な
イ丁 L¥ 

守掛
合紙

空2
・1 つ

台
所
北
東
隅
の
料
理
方
な
ど
の
位
置
が

「
天
保
二
卯

福
井
城
本
丸
指
図
の
年
代
に
つ
い
て
|
文
政
か
ら
嘉
永
期
ま
で

年
出
来
御
本
丸
御
住
居
中
之
図
」
(
一
三
六
四
)
と
は
異

な
り

「
御
本
丸
御
殿
ノ
図
」
(
一
三
七
一
)
に
一
致
す

る
既
述
の
よ
う
に
、
中
奥
の
鞍
顕
一
之
関
西
側
に
厨
が

増
築
さ
れ
る
様
子
が
一
番
上
の
掛
紙
に
よ
っ
て
示
さ

れ
る
。
こ
の
様
子
は
「
本
丸
建
物
図
」
(
一
三
七
七
)
に

み
え
、
こ
の
図
に
は
文
久
頃
に
計
画
し
た
と
思
わ
れ

る
大
名
妻
子
の
帰
国
に
と
も
な
う
建
物
が
み
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
掛
紙
は
文
久
頃
に
張
ら
れ
た
と

推
定
さ
れ
る
。

以
上
か
ら
本
図
は
「
天
保
二
卯
年
出
来
御
本
丸
御

住
居
中
之
図
」
(
一
一
一
一
六
回
)
以
降
で
、
掛
紙
に
よ
っ
て

増
築
計
画「
を御
加本
え丸
、御

さ殿
広ノ

と堕
文
久:一

理主
大)

名の
妻建
子物
の の

後
述
の

帰
国
に
と
も
な
う
中
奥
の
改
築
を
計
画
し
た
図
と
考

え
ら
れ
る
。
御
小
座
敷
・
大
奥
御
座
之
聞
の
平
面
を

見
る
限
り
、
柱
が
細
か
く
描
か
れ
て
お
り
、

「
天
保

二
卯
年
出
来
御
本
丸
御
住
居
中
之
図
」
(
一
一
一
一
六
回
)
よ

り
信
頼
性
の
高
い
図
面
と
考
え
ら
れ
る
。

(
7
)
「
御
本
丸
御
殿
ノ
図
」
(
一
三
七
ご
図
同

「
天
保
二
卯
年
出
来
御
本
丸
御
住
居
中
之
図
」
(
一

六
四
)

の
後
に
お
こ
な
わ
れ
た
本
丸
の
増
改
築
を
色
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分
け
し
た
図
で
あ
る
。
赤
は
既
存
部
分
で
、
薄
茶
が

増
築
部
分
、
紫
が
住
居
替
え
部
分
(
改
造
部
分
)
、

薄
黄
が
井
戸
お
よ
び
水
道
と
表
記
さ
れ
る
。
中
奥
の

韓
組
之
間
西
側
に
あ
っ
た
稽
古
所
が
能
舞
台
を
中
心

と
す
る
諸
施
設
に
大
き
く
改
築
さ
れ
る
。
奥
の
御
小

座
敷
は
御
休
息
の
東
に
あ
る
床
の
間
や
押
入
を
半
間

東
に
移
動
し
て
八
畳
か
ら
十
畳
に
改
築
さ
れ
る
。

れ
に
と
も
な
い
御
休
息
の
南
北
両
側
の
縁
側
に
設
け

ら
れ
た
戸
袋
は
、
い
づ
れ
も
建
物
西
側
に
移
動
さ
れ

る
。
こ
の
御
休
息
の
八
畳
か
ら
十
畳
へ
の
改
造
は
前

述
の
よ
う
に
瑞
源
寺
本
堂
の
梁
組
や
柱
の
痕
跡
か
ら

ほ
ぽ
図
面
通
り
に
増
改
築
さ
れ
た
こ

も
確
認
で
き
、

と
が
わ
か
る
。
大
奥
が
大
き
く
拡
張
さ
れ
て
部
屋
数

が
大
幅
に
増
加
し
、
東
西
方
向
に
長
い
幅
一
間
半
の

廊
下
も
増
築
さ
れ
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
広
敷
用
人

関
係
の
部
屋
が
御
風
巴
屋
東
に
移
設
さ
れ
て
い
る
。

大
奥
の
長
局
に
、
薄
桃
に
塗
ら
れ
た
平
面
が
描
か

れ
る
白
い
掛
紙
が
張
ら
れ
る
。
こ
の
図
は
物
置
と
裏

部
屋
の
み
で
、
御
小
座
敷
側
の
北
窓
に
目
隠
し
を
設

け
る
の
で
、
二
階
の
図
と
判
断
で
き
る
。

天
保
三
年
五
月
の
後
書
を
も
っ
「
御
本
丸
御
問
所

座
配
図
ι)
に
記
録
さ
れ
る
天
保
六
年
の
稽
古
所
は
、

「
天
保
二
卯
年
出
来
御
本
丸
御
住
居
中
之
図
」

の
ま

ま
で
あ
る
か
ら
、
能
舞
台
・
稽
古
所
が
あ
る
こ
の
図

は
天
保
六
年
以
降
の
本
丸
の
様
子
を
描
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
大
奥
に
関
す
る
諸
建
物
が
大
々
的
に

増
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

生
母
あ
る
い
は
側
室

な
ど
の
本
丸
へ
の
本
格
的
な
住
居
移
転
を
考
え
た
改

造
後
を
描
い
た
図
と
み
ら
れ
る
。

そ

(8)
「
御
本
丸
御
絵
図
嘉
永
元
年
」
(
一
三
六
五
)図

作

「
嘉
永
元
申
歳

図
の
裏
に
直
接
書
か
れ
、
左
下
に
字
体
の
異
な
る
小

表
題
の

十
二
月
吉
日
改
正
」

さ
な
字
で

「
当
時
入
用
」
と
記
入
さ
れ
る
。
本
図
で

は
五
分
計
の
朱
罫
線
が
建
物
や
石
垣
を
除
く
本
丸
内

に
ひ
か
れ
、
建
物
が
黄
、
排
水
路
が
薄
青
に
塗
ら
れ

る
。
掛
紙
を
張
る
部
分
が
四
ケ
所
あ
り
、
第
一
は
薄

い
紙
に
朱
線
で
一
階
平
面
が
描
か
れ
る
台
所
部
分
、

第
二
は
五
分
計
の
薄
い
朱
罫
線
に
二
階
を
詳
細
に
描

く
長
囲
炉
裏
、
第
三
は
罫
線
の
な
い
薄
い
紙
に
厨
・

建
出
を
描
く
正
面
の
唐
門
付
近
、
第
四
は
自
の
掛
紙

で
覆
わ
れ
る
御
小
座
敷
部
分
で
あ
る
。
朱
線
引
き
の

台
所
は
小
部
屋
が
な
く
な
り
、
土
聞
が
大
半
と
な
る
。

こ
の
他
に
糊
の
剥
が
れ
た
掛
紙
が
一
枚
あ
り
、
台
所

の
二
階
が
描
か
れ
、
薄
い
朱
罫
線
の
な
い
図
で
、
長

囲
炉
裏
の
二
階
と
同
様
に
詳
細
に
描
か
れ
る
。

本
図
に
は
本
丸
西
側
に
あ
っ
た
御
宮
・
宗
源
堂
・

御
悌
殿
・
能
舞
台
・
稽
古
所
な
ど
は
描
か
れ
な
い
。

大
奥
御
座
之
聞
を
は
じ
め
と
し
た
長
局
・
御
広
敷
関

係
建
物
・
御
風
呂
屋
な
ど
も
描
か
れ
な
い
。

掛
紙
の
他
に
付
塞
が
付
け
ら
れ
、

図
に
は

「
此
所
縁
張
替
」

あ
る
い
は
「
此
所
一
間
中
障
子
敷
イ
鴨
居
入
橡
張
替
」

な
ど
と
あ
り
、
簡
単
な
改
修
工
事
の
内
容
が
記
さ
れ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
作
図
後
に
、
本
丸
建
物
の
営
繕

は

工
事
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

白
い
掛
紙
で
覆
わ
れ
た
御
小
座
敷
は
、
御
休
息
を

十
畳
に
改
造
し
た
後
の
平
面
で
あ
る
。
御
小
座
敷
は

万
延
元
年
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
瑞
源
寺
へ
本
堂

と
す
る
た
め
に
移
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

こ
の
図
は
嘉
永
元
年
に
作
成
さ
れ
、

そ
の
後
に
改
変

の
あ
っ
た
部
分
を
掛
紙
で
修
正
し
て
使
用
さ
れ
た
図

と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
御
小
座
敷
縁
側
の
戸
袋
の
位
置
が
前
述
の

「
御
本
丸
御
殿
ノ
図
」
(
一
三
七
一
)
と
異
な
る
。
こ
の

様
子
は
図
の
描
き
方
が
よ
く
似
て
い
る

(
一
三
六
三
)
と
同
一
で
、
戸
袋
が
移
動
さ
れ
ず
に
「
御

「
本
丸
指
図
」

本
丸
御
殿
ノ
図
」
(
一
一
一
一
七
二
が
間
違
っ
て
い
る
と
も

考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
瑞
源
寺
本
堂
の
修
復
調
査
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表
1

文
政

~
嘉

永
期

の
本

丸
指

図
一

覧
と

年
代

番
号

1
 

2
-
1
 

2
-
2
 

3
-
1
 

3
-
2
 

4
 

6
-
1
 

6
-
2
 

6
-
3
 

τ
 

7
，-

1
 

8
-
1
 

8
-
2
 

8
-
3
 

「
福
井
城

「
御
本
丸
御
絵
図
」

「
越
前
福
井
御
本
丸

「
御
本
丸

御「天本保丸二御卯住年居出中来之、:図~J
「
御
本
丸
御
殿
ノ
図
J

「
御
本
丸
御
絵
図

図
面

名
本
丸

文
政

六
年

御
建
物
図
」

御
絵
図

「
御
本
丸
指
図
」
文
政
十
三
年

(
嘉
永
元
年
十
二
月

)J
御
建
物
図
J

御
用
部
屋
J

掛
紙

の
状

態
掛

紙
な

し
掛

紙
掛

紙
な

し
掛

紙
ι掛

紙
な

し
掛

山
紙

掛
紙

な
し

下
掛

紙
上

掛
紙

掛
紙

な
し

v掛
紙

掛
紙

な
し

掛
紙

1
掛

紙
2
他

松
平

文
庫

番
号

1370 
1362 

1372 
1366 

r3~64 
1363 

1371 
1365 

員己
載

年
文

政
6

年
災

保
Z
年二|

文
政

13
年

嘉
永

元
年

推
定

年
文
政
6年

以
前

文
政

6
年

文
政

13
年

文
政

13
年

文
政

13
年

文
政

13
年

天
保

6年
以
前
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の
際
に
、
戸
袋
部
材
を
利
用
し
た
と
み
ら
れ
る
南
下

屋
の
柱
部
材
か
ら
「
北
西
向
」
と
の
墨
書
が
発
見
さ

た。

「
北
西
向
」

と
は
「
御
本
丸
御
殿
ノ
図
」
(
一
一
一
一
七

一
)
の
御
小
座
敷
の
北
西
に
あ
る
大
き
な
戸
袋
と
一

致
し
、

本
図
と
は
一
致
し
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら

「
御
本
丸
御
絵
図
嘉
永
元
年
」
(
一
三
六
五
)
が
間
違
つ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
描
き
方
の
よ
く
似
た
「
本
丸

指
図
」
(
二
三
六
三
)
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
こ
と
が
考
え

(
幻
)

ら
れ
る
。

六
、
図
面
相
互
の
比
較
と
作
図
時
期

前
節
で
は
文
政
六
年
か
ら
嘉
永
元
年
ま
で
の
本
丸

指
図
八
点
を
、
藩
主
の
住
居
が
西
三
ノ
丸
御
座
所
か

ら
本
丸
に
移
徒
し
、
さ
ら
に
再
び
本
丸
か
ら
西
三
ノ

丸
御
座
所
へ
移
徒
す
る
こ
と
に
着
目
し
、

こ
の
移
徒

に
と
も
な
っ
て
移
築
・
増
築
・
新
築
・
改
修
さ
れ
た

建
物
が
そ
れ
ぞ
れ
の
指
図
で
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
る

か
を
比
較
し
、

そ
の
後
に
指
図
の
前
後
関
係
や
計
画

図
で
あ
る
か
実
施
図
で
あ
る
か
を
検
討
し
て
き
た
。

建こ
物の
や 検
部 討
屋 結
の果
有 壁
主畳間

な図
とが
を者
ま初
と描
め か
子れ
t; ~ 
2夜
長煙

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
従
前
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る

本
丸
指
図
の
年
代
と
内
容
は
、

一
部
変
更
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
。

最
後
に
、
本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
松
平
文
庫
の
閲

覧
・
撮
影
に
は
松
平
宗
紀
氏
、
福
井
県
立
図
書
館
松

井
一
代
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

注

(
1
)
松
岡
利
郎
「
福
井
城
本
丸
御
殿
に
つ
い
て
(
一
)
」

『
若
越
郷
土
研
究
』
二
十
三
巻
五
号
(
一
三
二
号
)
昭

和
五
十
三
年
十
月
、
「
福
井
城
本
丸
御
殿
に
つ
い
て

(
二
)
」
二
十
三
巻
六
号
〈
一
三
三
号
)
昭
和
五
十
三
年

十
一
月

(
2
)

『
松
平
文
庫
福
井
藩
史
料
目
録
』
平
成
元
年
福

井
県
立
図
書
館

(3)

平
井
聖
監
修
、
吉
田
純
一
一
編
集
『
城
郭
・
侍
屋

敷
古
図
集
成
福
井
城
・
金
沢
城
』
至
文
堂
平
成

九
年
九
月

(
4
)

『
国
事
叢
記
』
、
『
片
聾
記
』
、
『
続
片
聾
記
』
、
『
越

藩
史
略
』
な
ど

(5)

本
堂
は
平
成
十
九
年
十
一
月
i
二
十
一
年
三
月
、

書
院
は
向
二
十
一
年
六
月
i
二
十
二
年
三
月

(6)

福
井
藩
の
藩
主
の
代
数
に
つ
い
て
は
、
近
年
松
平

光
長
を
入
れ
、
一
代
繰
り
下
げ
る
も
の
も
あ
る
が
、
従

前
の
表
記
に
従
っ
た
。

(
7
)

瑞
源
寺
蔵
「
瑞
源
寺
記
録
」
。
現
在
、
記
録
は
な

く
、
大
正
九
年
に
写
さ
れ
た
越
前
資
料
所
収
の
複
写
本

に
よ
る
。

ア
」

V
」

(
8
)

書
院
の
移
築
時
期
に
つ
い
て
は
資
料
が
な
く
不
明

で
あ
る
。
し
か
し
、
本
丸
指
図
上
で
の
大
奥
御
座
之
聞

の
記
載
の
有
無
と
、
そ
の
指
図
製
作
年
と
の
検
討
か
ら

こ
の
よ
う
に
推
定
し
て
い
る
。

(
9
)

福
井
県
文
書
館
資
料
叢
書
五
「
越
前
松
平
家
家
譜

慶
永
一
ご
平
成
二
十
二
年
三
月
五
四
頁
弘
化
一
冗
年

九
月
十
五
日
条
。

(
叩
)
前
掲
(9)

七
九
頁
弘
化
二
年
七
月
十
四
日
条
。

(
孔
)
前
掲
(8)

(
ロ
)
前
掲
(
7
)

(
日
)
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
刊
行
さ
れ
る
「
(
仮
称
)

瑞
源
寺
本
堂
・
書
院
修
理
工
事
報
告
書
」
参
照
。

(
凶
)
文
政
十
三
年
の
藩
主
住
居
の
本
丸
へ
の
移
転
に
つ

い
て
は
、
『
片
聾
記
・
続
片
聾
記
上
』
福
井
県
立
図
書

館
郷
土
誌
懇
談
会
共
編
福
井
県
立
図
書
館
昭
和
三
十

年
八
O
五
頁
1
八
O
九
頁
に
よ
る
。
ま
た
、
後
日
刊
行

さ
れ
る
『
瑞
源
寺
誌
』
を
参
照
。

(
日
)
本
丸
の
完
成
は
文
政
十
三
年
で
、
完
成
時
の
図
で

あ
れ
ば
天
保
二
年
は
誤
り
で
あ
る
。
詳
細
は
後
述
の
こ

の
図
の
検
討
に
よ
る
。

(
団
)
松
平
文
庫
福
井
県
立
図
書
館
保
管
「
御
座
所
絵

図
」
一
三
八
三
一

(
口
)
前
掲
(
凶
)
六
二
九
頁
「
一
、
御
半
知
之
節
御
座

所
御
住
居
に
相
成
候
に
付
、
大
御
番
御
番
土
御
本
丸
御

座
所
両
所
え
半
分
宛
御
番
相
勤
候
、
」
、
六
二
九
頁
「
被

仰
出
侍
中
困
窮
に
候
問
、
御
本
丸
御
番
人
被
相
止
三
の

丸
(
御
座
所
之
事
也
)
に
御
番
人
勤
可
仕
旨
被
仰
出
候
、
」

(
凶
)
『
続
片
聾
記
中
』
福
井
県
立
図
書
館
郷
土
誌
懇
談
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会
共
編
福
井
県
立
図
書
館
昭
和
三
十
一
年

i
四
一
頁

(
叩
)
図
面
に
は
一
部
に
糊
痕
状
の
も
の
も
あ
っ
た
が
、

他
の
掛
紙
の
糊
付
け
の
よ
う
な
線
状
に
長
い
痕
で
は
な

い
の
で
、
糊
痕
と
は
し
な
か
っ
た
。

(
却
)
松
平
文
庫
福
井
県
立
図
書
館
保
管
「
越
前
世
譜
」

文
政
十
三
年
四
月
十
九
日
条
。

(
幻
)
前
掲
(
却
)
「
越
前
世
譜
」
文
政
十
三
年
五
月
六

日
条
。

(
詑
)
前
掲
(
却
)
「
越
前
世
譜
」
文
政
十
三
年
九
月
十

七
日
条
。
な
お
、
男
子
は
邦
之
助
と
い
い
、
十
一
月
十

四
日
死
亡
し
、
同
十
八
日
運
正
寺
に
葬
ら
れ
た
。

(
お
)
た
だ
し
、
既
存
部
分
と
の
取
り
合
い
部
の
掛
紙
の

色
は
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
色
と
な
る
。
ま
た
、
掛
紙

に
は
い
り
き
ら
な
い
建
物
は
直
接
当
初
図
に
描
い
て
い

る。
(
但
)
稽
E

古
所
・
御
射
小
屋
な
ど
は
掛
紙
を
外
す
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
平
面
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た。
(
お
)
松
平
文
庫
福
井
県
立
図
書
館
保
管
「
本
丸
建
物

図
」
一
三
七
七

(
お
)
松
平
文
庫
福
井
県
立
図
書
館
保
管
「
御
本
丸
御

問
所
座
配
図
」
六
八
五

(
幻
)
鉄
泡
之
聞
の
西
縁
側
の
長
さ
や
そ
れ
に
続
く
戸
袋

の
描
き
方
も
同
じ
で
、
本
図
で
は
西
縁
側
に
張
り
紙
を

し
て
訂
正
し
て
い
る
。

頁
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国
京

福
井
城
本
丸
指
図
の
年
代
に
つ
い
て
|
文
政
か
ら
嘉
永
期
ま
で
|
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